
〈右に向かって開く場合〉

〈左に向かって開く場合〉

①前面フェンス(上)×1枚 ②前面フェンス(下)×1枚 ③後面フェンス×1枚

④側面フェンス×2枚 ⑥底トレー×1枚⑤天面フェンス×1枚

左フック左フック 右フック右フック

右フック右フック

左フック左フック

中心フック中心フック

中心フック中心フック

図のようにフェンス上・下の太い横線を
ジョイント小の溝にセットして折り曲げ、確実に固定します。

※左右端から4個目の縦線の隙間に固定してください。

ジョイント小取付完成
2箇所

前面フェンス ( 上 )

太い横線

前面フェンス ( 下 ) Ⓒ
ジョイント取付時、　　マークはサークルの外側になります。

②の後ろにフックを差し込む

②の前にフックを差し込む

①

②

②

Ⓒ

ウッドワンスライドドアサークル 取扱説明書

この度はお買い上げいただきありがとうございます。この取扱説明書をよくお読みになり正しくお使いください。
また、本書はお使いになる方がいつでも見る事が出来るよう大切に保管してください。

安全にお使いいただくために､ご使用される前に必ずお読みください

注意

警告 誤った使い方をされますと､人やペットのケガ･事故の原因になる場合があります。
乳幼児がそばで遊んだり､オモチャにしないでください。ケガをする恐れがあります。

仕 様
● 品　名：犬用ケージ
● サイズ：(外寸) W890×D590×H610mm / (内寸)W810×D495mm / (底トレー高さ)H35mm
　　　　

本商品の組立やご使用に際しては、乱暴に扱うと破損やケガの原因になりますので、
丁寧にお取扱いください。
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● 組み立てる前に、部品内容・数量を確認してください。
部品明細

(1)扉は開く向きを左右選択できます。扉を開口したい向きに合わせて、②前面フェンス(下)の向きを決めます。
※前面フェンス(上・下)をつなぐ結束バンドを切ってからご使用ください。

※フックの前後関係に注意して差し込んでください。

1 前面フェンスを組み立てる

● 重　量 : 9.8kg　● 適用種 : 犬　● 原産国 : 中国　● 企画・デザイン・設計 : 日本

● 材　質：木製フレーム：天然木(ラッカー塗装仕上げ) / フェンス : スチール(粉体塗装)
　　　　   ドアロック・底トレー : ABS樹脂  / ジョイント・スペーサー・スライドフック : PP樹脂

※ドアを最大に開いた状態での、底トレーも含めた幅外寸は≒W1070mmになります。

Ⓐ底ブーツ×4個 Ⓑジョイント大×8個 Ⓒジョイント小×2個 Ⓓフレーム固定ビス×4個

Ⓔドライバー×1本

(3)前面フェンス(上･下)をⒸジョイント小×2個で固定します。

※前面フェンス(上･下)は結束バンドで
　つながった状態で梱包されています。

(2)②前面フェンス(下)に①前面フェンス(上)のフックを差し込みます。

組立説明
の動画は
コチラ ▶

※扉を全開時、開く方向に≒180mmのスペースが必要です。
　設置するスペースに合わせて扉の左右向きを決めてください。

180mm



※太い外周枠が下側になるように取り付けてください。
⑤

⑤

天面フェンス突起
木製フレーム④

③

③
④

前面フェンス

木製フレーム

前面フェンス

Ⓐ

※底ブーツはしっかり奥まで差し込んでください。

サークルの外側から下記の向きで固定します。
Ⓑジョイント大の固定方法

(1)

注
意

組立前に、注意事項を必ずお読みください。
床面の安定した場所に設置し、組付けが正しく確実に行われているか、再度点検を行ってからご使用ください。

扉の操作説明

1. ドアロックのつまみ部を掴み 2. ロックを解除し、ドアを横に
　 スライドします

マイナスドライバー等を
フック部の隙間に差し込み、
破損しないよう慎重に押し
開けてください。

ジョイントの取外し方法

Ⓑジョイント大

●扉ロック

⑤天面フェンス

②前面フェンス (下 )

④側面フェンス

③後面フェンス

Ⓒジョイント小

Ⓐ底ブーツ

⑥底トレー

※上図は向かって右方向に扉を開く場合の完成図です。

①前面フェンス (上 )

Ⓓフレーム固定ビス

-　4　--　3　-

3

4

5
(1)③後面フェンスと④側面フェンス×2枚を下図のように合わせてⒷジョイント大×4個で固定します。
※各フェンスの横線がサークルの内側に来るようにしてください。

2

2
1

後面・側面フェンスを組み立てる

(1)組み立てたフェンスの下部(4箇所)にⒶ底ブーツ×4個を取り付けます。
(2)⑥底トレーをサークル設置場所に置き、その上に組み立てたフェンスを設置します。

横線

前面フェンス

横線
ジョイント大 ジョイント大

取り付け完成

内側から見た図 外側から見た図

Ⓑ

③

③

Ⓔ

④

⑥

⑤

Ⓐ

Ⓓ

⑤

Ⓑ

④

天面フェンスと前面フェンスを取り付ける

(1) 　 で組み立てたフェンスの木製フレームとフェンスの間に⑤天面フェンスの突起を差し込みます。
(2)　  で組み立てた前面フェンスをⒷジョイント大×4個で固定します。

木製フレームをフレーム固定ビスで固定する

前・後面フェンスの木製フレームの固定穴(4箇所)にⒹフレーム固定ビス×4本を差し込み、Ⓔドライバーで仮止めします。
4箇所の仮止めができたら、フレーム固定ビスをしっかり締め、確実に固定します。
※前・後面フェンスの固定穴と側面フェンスのネジ穴の位置を合わせ
　フレーム固定ビスをまっすぐ入れてください。
　まっすぐビスを締めないと、ねじ山が
　つぶれて固定できなくなります。

組み立てたフェンスに底ブーツを取り付け、底トレーに設置する

(1)

(1)

(2)

(2)

(2)

完成



この製品は、犬専用の室内サークルです。他の用途には使用しないでください。

25Gこの商品の品質でお気づきの点がございましたら、お手数ですがご連絡お願いします。

●本体の汚れは､うすめた中性洗剤を柔らかい布に付けて堅く絞ってから拭いてください。
●みがき粉やたわし等を使用すると､傷が付く恐れがありますので使用を避けてください。
●シンナー･ベンジン等の薬品は､製品の変質につながる恐れがありますので使用しないでください。
●クレゾール液や他の消毒液は､必ずうすめてご使用ください。

お手入れ方法

●思わぬ事故や、破損・ケガの原因となりますので、以下のことに十分ご注意ください。
  ◎線材などの隙間に､足や爪を入れて抜けなくなる恐れがあります。使用中は十分気をつけ、目の届く所でご使用ください｡
  ◎生後間もない幼犬にご使用の場合、フェンスの隙間から頭や身体が出る恐れがありますので注意してください。
  ◎ペットが部品を誤飲する恐れがありますので、噛んだりして本体が破損した場合は使用を中止してください。
  ◎ペットは突然思わぬ行動で暴れたり、飛び出そうとする事があります。使用中は十分気をつけ、目の届く所でご使用ください｡
●ペットの予期せぬ行動から発生したケガや事故・破損に対する保証は致しかねます。
●サークル内では鎖やリードを使用しないでください。フェンスに引っ掛かり、ケガや思わぬ事故につながります。
●この商品は、一般家庭用に作られておりますので、特殊な用途（店舗･業務用･屋外）には使用しないでください。
●本製品は天然木を使用しておりますので、色の濃淡や艶・木目・木肌・節がある等、風合いの個体差があります。
●不安定な場所に設置しないでください。転倒して事故や破損につながる恐れがあります。
●製品の上に乗ったり、座ったり、重い物を乗せたり用途以外の使用はしないでください。事故や破損の恐れがあります。
●天井部に物等を乗せたりしないでください。不安定になり事故や破損につながる恐れがあります。
●火気や暖房器具のそばに置いたり、熱湯をかけたりしないでください。火災や事故･破損につながる恐れがあります。
●製品の開梱時に、製品材料の臭いが残っている場合があります。室内の環境や体質によっては､アレルギー症状を起こす
　ことがありますので、組立や設置後には、室内の換気を十分行ってください。
●製品を持ち上げたり移動する際は、必ずペットや中に入っている物を全て出し、引きずらない様に持ち上げて移動してください。
●製品を倒したり、物にぶつけるなど、乱暴な取扱は製品の消耗を早め、事故・破損につながる恐れがあります。
●製品の改造・分解、付属品以外の部品を取り付けたりしないでください。故障や破損の原因になります。
●ボルトの緩みは早めの増し締めをお勧めいたします。緩んだままで使用すると故障や破損の原因になります。
●製品及び梱包材等の廃棄に際しては、地域自治体の取り決めに基づいた処理をお願いします。
●製品の仕様は、改良のため予告無く変更する場合があります。
●お手入れ方法は、下記内容に従って清潔にご使用ください。
●底トレーは洗浄後、直射日光の当たらない涼しい場所で陰干ししてください。直射日光を当てると変形する恐れがあります。

ご使用に際しての注意事項

点検・保守
●使用中は定期的に点検を行い、製品の緩み・ガタ・消耗・劣化や破損による事故や損害が生じないよう安全にご使用ください。
●緩み・ガタ・消耗・劣化・破損を確認された場合は、安全のため使用を中止して補修・部品交換してからご使用ください。

組立や設置に際しての注意事項
●組立に際しましては、手袋をして組み立ててください。部品の端角部や先端部等でケガをする場合があります。
●フローリングや、畳の上で使用する場合は、床面に傷が付かないようにご注意ください。
●組立後、各部が確実に固定・接続されているか再度点検を行ってください。

お客様と大切なペットの安全のために､下記の事項を必ずお守りください。
守らないで､破損や事故を起こしたりケガを負った場合､当社は一切の責任を負いかねます。使用上の注意
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